
 

 

 

 

 

 

☆移動教室に行ってきました 

５月９日（金）～１１日（日）に移動教室（長野県車山高原）へ行ってきました。３日間を通して予定してい

た活動をすることができました。「命の授業」から学んだこと、楽しかったこと、難しかったこと等、ぜひご家

族の皆さんとも共有してください。 

『移動教室を振り返って』というテーマで作文を書きました。生徒たちの作文を紹介します。 
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１組 

私がこの移動教室で学んだことは２つあります。まずは、「命の大切さ」です。２日目の牧場体験で

私はふだん経験できない大切なことをたくさん体験しました。例えば、乳しぼり体験です。牛が、目の

前にいるだけで、私は命の大切さを感じました。いつも食べているお肉は、私たち人間のために殺さ

れています。その牛も感情があって悲しかったら泣くし、うれしかったらしっぽをふる。牧場の人がそう

言ったとき、とても切ない気持ちになりました。私も食べられるために殺されたくないと思いました。牛

も同じ気持ちなのです。そんな牛に私たちができることは感謝をすることです。ごはんの前に「いただ

きます」、食べ終わったら「ごちそうさまでした」、これは「命」をいただいていることに対しての感謝の

気持ちなのです。私は、牧場体験に行く前は「いただきます」と「ごちそうさま」の言葉をただ食事の

前と後で言うだけで「命」については何も思っていませんでした。しかし、体験を通して私は、「命」に

ついて考えるようになりました。また、「いただきます」と「ごちそうさま」は、「命」だけに感謝するので

はなく、食事を作ってくれた人にも感謝をしなければなりません。生の野菜やお肉などは、あまりおい

しくなかったり、食中毒を起こす菌が入っていたりするかもしれません。それをおいしく食べることがで

きるようにたくさんの工夫をしてくれています。だから「いただきます」と「ごちそうさま」を言うときは、

命をいただいていることと、作ってくれた人への感謝の気持ちを忘れずに言おうと思いました。 

次は、「みんなで協力すること」です。この移動教室では、みんなで協力しないとうまくいかないとこ

ろがたくさんありました。１日目は、先生の話を聞いていなかったり、整列をするのにたくさん時間をか

けてしまったり、協力することができていませんでした。２日目は、先生の話を聞けるようにはなりまし

たが、整列をするときに少し時間がかかったりしていました。３日目は、完ぺきとは言えませんが、少し

だけ移動教室のスローガン「めざせ、チームＯＮＡＲＩＭＯＮ！」に近づくことができたと先生が言ってい

て、少しの間だけでも成長することができてうれしかったです。また、２日目のダッチオーブンでも協

力することが大切でした。一人ひとりが自分勝手な行動をすると、周りからの信頼を失くし、自由な

時間や行動ができなくなってしまいます。それは自分が損をしてしまいます。逆に、みんなが協力をし、 

周りからの信頼も得て、自由な時間や行動ができるようになると自分のやりたいことを見つけるこ 

 

ともできます。だから協力することは大切なことなのです。私は、改めて命の大切さと協力することの

重要性が分かりました。このことを私生活でも生かしていきたいです。 

２組 

今回の移動教室で学んだことは、大きく分けて２つあります。 

１つは、“集団”としていることです。１０４人のうちの１人として御成門中学校で過ごしています。み

んなで過ごしているからには、ルールを守ったり、やるべきことはやらなければ、成り立ちません。その

ために、みんなで協力したり、声をかけ合うことが必要だと思いました。また、常に５分前行動（２分前

行動）を意識すれば、時間通りに物事が進むし、効率が良いと思いました。 

もう１つは、“命”の重さです。いつも食べる前には「いただきます」と言って、食べ終わった後には

「ごちそうさまでした」と言っていたものは、私たちと同じように生きていた“１つの命”だったということ

を学びました。“命”をいただくには、『感謝』の気持ちを持ち、ありがたく、残さず食べる責任が私たち

にはあるとも、思いました。牧場体験をする前は、ちゃんと命の重みが分かっていた訳ではありません

でした。でも、あの１日で命の重さを実感できたと思います。 

移動教室に行く前は、少し不安だったけれど、１日１日過ごしていくうちに１０４人全員が少しずつ

成長していけている気がして、安心しました。全ての面で全ての人ができている訳ではないけれど、学

校で過ごしていく時間の中でみんなで補いつつ、成長していけば、来年は広島、再来年はシンガポー

ルに、ちゃんと学んで楽しく帰ってこられると思いました。 

 
３組 

食前の「いただきます」と食後の「ごちそうさまでした」の意味について考えたことがあるだろうか。 

３日間の移動教室を経て、私が一番印象に残っていることは２日目の牧場体験だ。私がこの場所

で学んだことは２つある。１つは、私たちが「いただきます」と「ごちそうさまでした」を言う理由につい

てだ。なぜ毎食言わなきゃいけないのか、移動教室に行く前の私は不思議に思っていた。しかし、３回

目の乳しぼり体験で、現地の方から「牛も人間と同じように感情があって、嬉しいときはしっぽをふる

し、悲しいときは涙も流す」という言葉があった。この言葉を聞いて、私は自分たちと同じように感情が

ある生き物の命を毎日いただいているということを改めて実感し、自分の考え方は生き物の命にも、

作ってくれた人に対しても失礼なものだと思った。そして、「いただきます」と「ごちそうさまでした」はい

ただいた命と、食材を育ててくれた人、調理してくれた人などに対する感謝の気持ちから生まれたあ

いさつということが分かった。 

もう１つは、私たちが口に運んでいる食品は多くの人の支えがあって成り立っているということだ。

牧場体験で昼食に、手作りのソーセージ、バターを使ったミルクポトフを作った際、ソーセージやバタ

ーだけでも作るのに時間がかかったのに、野菜や牛乳などの他の具材も入れると、たくさんの人と時

間を費やして１つの料理が出来上がっていることを知った。 

私は、この牧場体験で学んだことから、命と１つの食品ができるまでに関わった人たちにしっかり感

謝の気持ちを込めて「いただきます」と「ごちそうさまでした」を言おうと思った。また、好き嫌いをして

残すということは受け取った命が無駄になるし、作ってくれた人もいい気持ちにならないのであまり残

さないように食べ方を工夫して食べようと思う。 

 



☆第２回 学年朝礼 

５月２０日（火）、第２回学年朝礼があり、３人の生徒が代表でスピーチを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆１学期中間考査が返却されました 
１学期中間考査がすべて返却されました。中学校に入って初めての定期考査ということで、不安や緊

張もあったと思いますが、それぞれが真剣に取り組んでいた姿が印象的でした。 

今回の中間考査を振り返ってみて、学習計画はうまく立てられたでしょうか。学習時間は十分に確保で

きたでしょうか。そして中間考査では力を出し切ることができたでしょうか。 

この中間考査で問われたことは、これからの中学校生活の学習の土台となる大切なものです。しっか

りと見直しを行い、できなかったことをそのままにせず、分からないことは必ず解決していきましょう。 

これから行われる運動会が終わったらすぐに期末考査３週間 

前に入ります。今回の反省を活かし、学習計画をブラッシュアップ 

して、よりよい形で準備を進めていきましょう。後悔のないよう、 

自分の力を最大限に発揮できる期末考査をめざし、頑張って 

いきましょう！！ 

 

☆総合的な学習の時間 説明会 
５月２０日（火）、７年生を対象とした「総合的な学習の時間」の説明会が行われました。最初に、視聴覚室

にて生徒会役員を務める８・９年生から、総合的な学習の全体像や昨年度の取組についての説明がありまし

た。その後、７年生はテーマ別に分かれた教室に移動し、８・９年生の代表生徒に

よる発表を聞きました。分科会の司会・進行は９年生が担い、８年生「福祉」、９年

生「環境」の順で具体的な学習内容や活動の様子について発表が行われまし

た。説明会後に記入した感想用紙には、「困っている人がいたら手助けしたい」

「環境問題についての現状が分かった」「自分もできることを実践したい」など

の今後の学びへの意欲が表れた感想が多くみられました。 

 

☆運動会の練習が始まりました 
運動会に向けた練習が始まりました。初回は、整列の仕方、服装の確認、 

ラジオ体操の練習を行いました。行進練習では足並みを揃えることや、止まる

際のタイミング、横の列を揃えることに苦戦する様子も見られましたが、回数を

重ねるごとに揃ってきています。 

また、学年種目である全員リレーでは、走順の確認を行い、実際にバトンを

つないで練習を行いました。2回目の練習では、初回よりもスムーズにバトンパス

ができるようになり、全体の動きにも一体感が生まれてきました。競技に取り組む

姿勢だけでなく、応援の態度も非常によく、学年全体で競技を盛り上げようとす

る雰囲気が感じられました。 

今後の練習を通して、競技の技術だけではなく、仲間と協力する姿勢や集団行 

動の大切さを学んでいきましょう。 

☆来週の予定 

 
 

日 曜 予 定 給食 備 考 

26 月 
４５分時程 ⑥カット 生徒朝礼 学校公開週間始  

運動会係会 
○ 

 

27 火 ４５分時程 学年朝礼 ○ 

28 水 ４５分時程 運動会予行 ２：５０下校 ○ 

29 木 ４５分時程 ○ 

30 金 ４５分時程 前日準備 ２：００下校 ○ 

31 土 運動会（お弁当持参） 学校公開週間終 雨天の場合は 6/2（月）に延期 × 

6/1 日 英語検定（申込者のみ／外部会場にて受検）  

「運動会に向けて」                                                 １組 

みなさんは移動教室や中間考査で正しい行動ができましたか。私は移動教室で主に時間を守る

行動を心がけました。みなさんは時間を守った行動ができましたでしょうか。できている人はそれを継

続して、できていなかった人は改善する策を立てましょう。運動会がどんどん近づいている今、やるこ

とはできていますか。ダンスの練習やリレーのバトンの渡し方などがあります。それらのことをがんばっ

て本番にいどみましょう。 

 

 

 

 

 

「移動教室を終えて」                                               ２組 

入学して１ヶ月が経ち、初めての中学校での大きな行事、私は、とても不安でした。理由は、6年生

の時は、移動教室に行けなかったからです。でも中学生になったので気持ちを切りかえ挑戦してみま

した。友達とたくさん話したりワイワイ過ごした時間がとても楽しく良い思い出になりました。 

「みんなの成長」                                                   ３組 

みなさんはこの御成門中学校で良く学び、この前の移動教室では同級生との仲も深まっているで

しょう。国語、数学、社会、理科、英語などの授業では先生の話をよく聞き、その内容を頭入れている

と思います。自分は皆さんの今の状況は分かりませんが確実に成長をしていると思います。学習でも

生活でも友達でも、沢山の事が成長につながります。これからも沢山成長をしていきましょう。 

 

 

 


